
 

 

 

 

 

  

主題 いっしょにね・つながる 目標 友だちの喜びや悲しみに寄り添う 

聖句 あなたがたはそれぞれ賜物を授かっているのです 

 ペテロ１ ４:１０ 

讃美歌 ♪きみがすきだって 

 ♪ナザレのおうち 

月の歌 まめまき・ゆき・こんこんくしゃんのうた 

月 火 水 木 金 土 

１ 

交通訓練 

身体測定 

２ 

豆まき 

３ ４ 

礼拝 
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体育教室 
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１１ 

建国記念の日 

 

１２ 

 

１３ 

諸道具販売 

１５ 

 

 

１６ 

 

１７ 

誕生会 

１８ 

礼拝 

 

１９ 

体育教室 
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２２ 

 

 

２３ 

天皇誕生日 

２４ 

 

２５ 

礼拝 

 

２６ 

避難訓練 

２７ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

『あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのです』（ペトロの手紙Ⅰ 第 4章 10節） 

 世界全体が混沌・混乱の時代にはいってきました。日本でも昨年からコロナ禍に入り、不安と恐怖の中に、日常の生活

がさらされています。しかし、私たちはどこかで平和な時代であると信じて生活をしている安心感もあるのです。 

子どもたちには限りない希望と大きな夢があります。また、時間も力も備えられています。そろそろ学齢のまとめ、結

びの時期を迎えようとしていますが、子どもたちの成長ぶりを、家庭の団欒の中で楽しく話し合っていただきたいと思い

ます。子どもたちには大人が失ったものをたくさん持っています。時間、能力、成長する力など、羨ましいくらいです。こ

れからどのように伸ばしていくかを、子どもたちがひとりで考え、努力するのではなく、チーム・ファミリーで共に階段

を一歩一歩登るように、歩き続けていくことを望み、そうするためにも、忙しいでしょうけれども、心や気持ち、思いをい

つも家族の心のそばにおいていてほしいと思います。家族とつながっていることを通して、子どもたちが心によき体験・

経験・思い出・記憶として刻んで欲しいと思います。人間の土台となる時期、子どもたちは先生、友だち、家族など人間を

見ながら成長していきます。愛とは言葉ではなく、愛されてこそ感じ・理解されるものであります。愛こそ人間相互に対

する大きな賜物です。                                 牧師 濱田 道明 

 


